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ヒメ トビウンカの翅型に影響を与える

飼料中の要因1

小 山 健 二 ・三 橋 淳

農業技術研究所昆虫科

(1973年3月22日 受領)

一般にウンカ類では密度を高めて飼育すると長翅型が出現し,

逆に低密度で飼育すると短翅型が出現しやすいことが知られて

い る。先 に筆者 らはヒメ トビウン カの 人工 飼育 法を 完成 したが

(MITSUHASHI and KOYAMA, 1971;三 橋 ・小山,1972),そ

の際用 いた飼 料(MED-1)で は,個 体飼育を行な って も,短 翅

型 は決 して出現 しなか った。 しか し,飼 料 の組成 をいろいろ変

えて行 くうちに,短 翅型 を出現 させ る飼料 が得 られ た(MMD-

1)。 この飼料 では短 翅型 の出現率 は,イ ネ芽 出 し飼育 の場合 と

大差 なか った(第1表)。 なお短翅型 はほとんど雌 においてみ ら

れ,雄 の短翅型 はイネ芽 出し飼育で も非常に出現率が低いので,

以下,雌 の短 翅型 だけを扱 うことにす る。

アブラムシの場合,人 工飼 育では有翅型 が出現 しやす く,飼

料 の栄養価 を低 くす ると,無 翅型 が 出現す ると 報告 され てい る
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第1表 人工飼料およびイネ芽出し飼育による短翅型出現率

＊ 個体飼育によりえられた成虫数。

(MITTLER, 1971)。 この場合,無 翅型が出現す るよ うな飼料で

飼育 されたアブ ラムシは,成 長が悪い といわれ てい る。MMD-

1飼 育で得 られた ヒメ トビウンカの 短翅型が アブ ラムシの無翅

型の よ うに栄養失調型で あるか否か を 調べ るために 長翅型 との

比較 を行 なった(第2表)。 その結果,産 卵数は劣 るが,発 育,

第2表 短翅雌と長翅雌の比較

＊1 パ ラフィルム膜を通 して5% sucroseへ の産卵。
＊2 成虫にな ってか ら人工 飼育(MMD-1) 。

成虫 の生存期間には差が なく,こ の結果か らは 栄養素欠乏 のた

め,十 分 な長 さの翅が発育で きなか った とは考 え られ なか った。

そ こで上 の2種 類の飼料の組成 を比較検討す ることに よ り,

飼料 中のどの要因が,雌 短翅 の出現に 関与 してい るか を 追求 し

た。 まず,MED-1を 元に して,そ の無機塩をMMD-1の そ

れ で置 き換 えたが,短 翅型 は生 じなか った。 同様 に ア ミノ酸 を

交換 しても短翅型 は生ぜ ず,ト レースメタルを 交換 した場合 も

短翅型が生 じなか った。 しか し,ビ タ ミンを交換す ると短翅型

が 出現す るよ うに なった(第3表)。 したが ってビタ ミンの量 あ

第3表 部分的に修正したMED-1飼 育による短翅型出現率

＊ 各 区100頭 飼育 してえ られ た雌 成虫の数
。

るいはバ ランスに よって,翅 型 が影 響を受 け ることが 推 察され

た。MED-1とMMD-1の ビタ ミン組成の違いは,第4表 に

示す様に,riboflavinとfolic acidに あ り,MED-1が 両 ビタ

ミンを多量に含有 してい ることであ る。

第4表 MED-1とMMD-1の ビタ ミン組成の比較

(mg/l)

そ こで次にMED-1のriboflavinの 量 をMMD-1の それ

と同 じ量にへ らして実験を行な った。 また同様 にMED-1の

folic acidをMMD-1の レベルまでへ らした実験 も行な った。

結 果は第5表 の通 りで,folic acidを へ らした場合だけ短翅型

が出現 した。以上の結果か ら,ヒ メ トビウンカでは,翅 型を決

定す るdietary factorと しては,folic acidが 重要であ ること

が判明 した。

次にfolic acidの 量を加減す ることに よ り,短 翅型出現率を

変化 させ ることがで きるか否かを検討 するために,MED-1の

第5表 Riboflavinお よびfolic acidを へら したMED-1

飼育に よる短翅型出現率

＊ 各区100頭 飼育 してえ られ た雌成 虫の数 。

第6表 MED-1に おけ るfolic acidの 量 と短 翅型 出現率

＊ 各区100頭 飼育 してえ られ た雌成 虫の数。

folic acid濃 度 をいろいろ変えて実験 を行 な った。 その結果 は

第6表 の通 りで,folic acidの 濃度 と短 翅型 出現率 の間に明確 な

関係 は見出され なか ったが,短 翅型 はfolic acidが7.5mg/l～
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0.5mg/lの 濃度範囲にあ る時にだけ 出現 する ことが判 明 した。

Folic acidは 以上 の様に ヒメ トビウン カにおいては,短 翅型

を出現 させ るdietary factorの 一 つと考 えられ るが,folic 

acid単 独の作用ばか りで なく,folic acidと 他 のビタ ミン,あ

るいはア ミノ酸のバ ランスな ども 翅型に影響を 与 える可能性が

ある。それ らは今後研究 されねば ならない 問題 として 残 され て

い る。
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